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ヰヰ高では，近現代における地名の命名と使用のあり方を解明することを目的に，

計画的に開発された千里ニュータウンを対象として，地名の命名原理とプロセス，

地域へ与えた影響について考察した。その結果，この地域で数回行われた地名の

命名は部分的に共通する原理を有していることが明らかとなったo また，地名は

地崩士会ヰ場所の形成に影響を与える一方で，地樹士会が地名の意味を変容させ

るという相互作用的な関係が指摘されたぺ。
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I 問題の所在

地名は「生活上の必要に基いてできた」（柳田 1936）とされるように，その成立は自然発生

的なものとして捉えられることが多い。自然発生的とは，一人が使い始めた全脱が諦哉を共有す

る共同体内で使用されるようになり，そして外部へとその使用者が拡大してして過程である。地

名はこのように定着という形で社会的な承認を経ているがゆえに，地理学や民俗学，歴史学，言

語学などの諸分野において，過去の景観や却蛸土会の空間認識，日本語の変化の歴史などを解き

明かすための材料として用いられてきた。

一方，近現代における地名の命名と定着は，主に行政との関わりが深い。行政による主齢の命

名は，時に批判や反発を招くものの，公的なものとしての性質を帯びている以上，それが定着に

与える影響は大きい。その最たる例は，「住居表示に関する法律」に基づく住居表示の実施とそ

れに伴う地名の変更であり，今尾（2012）などはその中に歴史的な地名の破壊が見られること

を指摘する。また，田濯（2017）は固として地名標準化を推進する立場から，現状の圏内地名

の命名・表記・呼称の決定が地方自治体に実質的に一任され， 国民が置き去りにされている状態

を問題として指摘した。

科高も近代以降に命名された地名を扱うものであるが，材高の関心左目的は，このように決し

て自然発生的とは言えないフ。ロセスによって生みだ、された地名が，どのように名付けられ，ま

た，どのように使われてきたのか，その命名と使用・定着の実態を把握することにある。
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前近代の地名の由来に関しては多くの研究蓄積がある一方，近現代の命名に関しては，戦後那

覇の都市復興と街路名の生成を扱った加藤ほか（2016）や農家ごとの筆名の命名原理を検討し

た今里（2012），一般向けの書籍では先の今尾（2012）や平成の大合併における新市名を扱った

楠原（2003）などが取り上げている程度で，あまり研究の対象とされていない。その中でも特

に，ニュータウン（以下， NT）のような大規模かっ計画的に造成された空間に付与された地名

に着目した研究は，管見の限り見られない。

NTのような開発地域の場合，広範囲にわたる景観が以前とは全く違ったものに作り替えられ

るとしづ劇的な変化を伴う。それは臨も同様で，こうした蝉或における地名の成立は自然発生

的とし、うよりも，開発主体明子政lこよって同時に，そして一面的に行われるとし、う斬敷がある。

つまり，開発地j或における地名は，近現代の地名命名のあり方を反映しているのみならず，景観

と地名がほぼ同時に作り出されるとしづ鞘敷；があると言える。このような出或において，地名は

どのように生み出されたのiJ"aまた，開発から今日に至るまで，これらの地名は生出或にどのよう

な影響を及ぼしたのだろうれ材高はM を対象とすることで，開発地域，ひしては近現代的な

地名の命名の実態を明らかにする。そして，命名された地名の継承あるいは断絶を捉えること

で，全世名が実際の景観相血樹士会とどのように関わり合ってきたのかを明らかにする。

本稿で、対象とするのは大阪府の吹田市と豊中市に跨る千里ニュータウンである（図 1）。千里

は1962年に聞かれた日本で最初の大規模NTで，全国のNTの先駆けとも位置づけられること

から，他の NTや開発地域における齢の命名原理の典型を示す可能性がある。加えて，千里

NTではこれまでに複数回の地名の命名が行われており，その把握によって命名の地域的特徴も

論じることができょう。以上のような条件を持つ千里NTは，地名の命名と使用・定着を検討す

るのに適した対象地域であると言える。

千里NT

－ーー 府県界

一一一 市境
ロー戸新幹線

図l 対象地域とその周辺

基図：国土数値情報及び1万分の1地形図
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ヰヰ高では地名の命名を，景観ヰ場所から特定の性質を取り出し，言葉として表現することと捉

える。その上で，地名命名の実態を解明するにあたっての視点を以下の3点に整理する。 1点目

は命名の際に地名が依拠する参照先である。地名がどうしりた地理的実体あるいは場所の機能

を志向し，表現したものなのかを考察する。2点目は地名の語としての形態である。 1点目の参

照先が言葉としてどのように表現・表記されているのかに注目する。ここまでの 2点をまとめ

て地名の命名原理として扱う。 3点目は命名のプロセスである。どのような主体が，どのような

背景・意図で，どのような手順によって名付けたのかを可能な限り明確にする。

命名による影響を把握するために着目するのは，地名とそれを使用する地域社会との関係で

ある。ある場所を地名によって名指すことでもたらされる場所，あるし吋土地或社会の変化と，使

用・定着の過程で地域が地名を変容させていく過程の両方に目を向ける。

以下， E章では千里 NTの生協命名の歴史を踏まえた上で時期区分を行い，本稿で用いる資

料についても説明する。続くE章では各時期における NT内の地名命名を托握し，それぞれの

命名主体やプロセス，命名原理について検討する。 W章では命名された地名の定着と地樹土会に

与えた影響を把握する目的のもと，地名の使用に着目する。まずは各時期に生み出された地名の

定着・消滅について，その要因を含めて検討を行う。続いていくつかの事例を取り上げ，命名が

地域にもたらした影響と地域が地名を変容させる様子について考察する。V章では残された課

題を指摘しながら，近現代の地名命名の普遍性lこついても言及したい。

II 研究方法

千里NTの地名命名は大きく分けて3回行われた。以下では千里NTの命名の歴史を3時期

に区分する。 1回目は明確な時点は特定できないが，計画と開発の初期段階における命名で，多

くの場合，その主体は計画・開発を担った大阪府企業局である。代表的な例は住区名で，千里NT

の12の住区は計画段階ではA～Lのアルファベットで呼称されていた。この時期の地路は主に

計画書や図面上で見受けられ， NTの開発が大詰めを迎える1969（昭和44）年まで暫定的に用

いられた。この期間を計画・開発期とする。なお，正式な住区名も 1962年の入居開始から町名

として順次決定されていった（大阪府 1970）ため，この時期の命名として扱う。

2回目は，同じく企業局がNTの完成に合わせて， 1969年に行った命名で、ある。この際，先

立って住民の意見が募集された（附ewrownJ1969年 7月6日）。企業局の位置づけではこの

時期の命名が正式なものとなる（『千到 1969年 11月1日）。この時期を完成期とする。

3回目は，道路に限定されるが， 2000年前後に行われた道路愛称事業による一部の道路への

愛称付与である。主体は豊中市と吹田市で， 異なる時期にそれぞれに行った事業の中で、実施した

ものであるが，いずれもプロセスとしては一般から公募したのちに選定が行われている。豊中市

では1993年と 1995年，吹田市では2001年に実施された。この時に愛称が付与された道路に

は1969年の時点、で既に名称が付与されていたものもある。この時期は道路愛称期とする。

-85-



「地域と環境」 No.15 2018.12 

以上の千里NTにおける命名の歴史を踏まえ，材高では住区，道路，橋，隊道，公園，池の名

前に焦点を当てる。材高で用いるのは主に命名主体である行政から発行された刊行物，あるいは

市役所の保管資料である。さらに，命名当時の反応や命名の背景，その後の影響などを捉える目

的で，地域の情報紙3紙も併せて用いる。いずれも千里NTを中心にローカルな↑静Rを発信

する性格を持ったもので、ある。一つは『千到で，これは長年にわたり NTの施設管理と住民サ

ービスの提供を担ってきた千里センター（当初は千里開発センター）によって発行されていたも

ので，行政の広報紙としての性格がある。千里センターが解散する2005年まで発行されていた。

残りの二つは『千里タイムズ』と l!New加，wn』で，いずれも民間による発行である。前者は千

里タイムズ社の発行する地域情報紙であり，後者は千里 NTの自治会の機関紙で，現在は廃刊

となっている。また，使用の実態を捉える目的で，多くの地名を含む媒体である地図も用いる。

m 干里NTにおける地名の命名

1 計画・開発期

この時期は各市の町名地番整理・住居表示の実施時期1）とも重なっており，千里NTでも開発

に伴って開発区域内の大字・小字が廃止され，新たな町名（住区名と一致する）が付けられた。

表1は計画段階から現在に至るまでの住区名とその由来を整理したものである。1962年に企業

局は新しい町名の試案を作成した（大阪府 1970）。試案は「全国の町名および古典，文学書等

のうちから町名としてふさわしし名称ならびに従来からあった小字名等を参考」（大阪府 1970:

231・232）にして作られたとされている。いずれも「西千E ・「北千里J・「南千里」のどれかを

冠し，その下に従前の宇立ちゃ池の名称などを利用した「00町jが続くとしづ構成がとられてお

り， NT全体で一貫した原理が適用されているように見える。

一方，実際の町名は各市の住居表示実施の流れに則って，町名審議会，市議会を経て決定され

た。吹田市は概ね試案のものを採用したがが，青山台，桃山台，竹見台については，竹林や桃，

青葉など，開発前の自然的要素に基づいた造語によって町名を構成している。一方，豊中市の町

名はすべて「新千里」を冠し，四方位によって区別するとしづ機械的な命名を行っており，吹田

と豊中の間で町名の命名原理には明確な違いが見られる。また，両市とも試案にあった「冠詞」

は採用しなかったが，吹田市の町名の語尾の「台」は「千里ニュータウンであることをすぐわか

らせるため」（大阪府 1970:232・233）につけられており，豊中市の町名にも統一された「冠詞」

が見られるため，市域の既存の町名と区別がつくようにしているものと思われる。このように，

試案では企業局が住区名に NT全体での統一感を持たせようとしていたが，実際には各市がそ

れぞれに用意した原理が適用された。町名の命名については，全体の開発を行った大阪府と，町

名の最終的な決定権を持つ各市との間でどの範囲に一貫性を持たせるのかとし1う点での認識の

ずれがあったと言える。ただし，どの原理もNT出或に独特で，その中だけで完結するものであ

ったことは，命名時，千里NTが特殊な場所として捉えられていたことをよく表していよう。
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住区企

津雲台

町名

A 

B 南千里高野町

C 南千里佐竹町

高野台

佐竹台

D 南千里王字町 桃山台

吹

早IE 南千里石川町 竹見台

F 北千里蓮間町 背山台

G 北千里藤白町 藤白台

1964(S39) 
「小字で古江という字名があり、現在の古江台2～5

古江台 丁目までその古江が位置するとともに2丁目の80%
は古江であったところからJ
「府の開発のときから千里ニュータウンとよばれ、

西千里柿木町 新千里北町この地区について全て新千里という名称を頭につけ
て東西南北に分けたものである

西千里長谷町． 新千里東町向上

西千里高塚町 新千里西町向上
L 西千里藤原町 新千里南町同上

資料：大阪府（1970），吹田市 （1978），豊中市土木部唐理課偏（1978)

H 南千里古江町

T

4

v

h
 

豊
中
市

表1 住区名の変遺品程

による町名の由来の脱明

「小字で九十九（つくも）とし、う字名があり…語調
もよいというところから」

「地形が高い原野であったところからj

「大字佐井寺が90%以上も位置し、その区域のほと
んどが竹林であったところから」

「この区域は桃の栽培地であり、また町名にふさわ
しい小字名もなかったので当初、南桃源台として審
議会に諮ったが桃源郷の原語については、 一部の知
識人のみ知るところであり、町名としても好ましく
ないとしづ結論が出たので、 再度検討した結果」

北桃源台として審議会に諮られた
再度検討の結果、竹の子産地で知られていたので、
その名残をとどめる意義から」

「箕面市と楼し、市境界周辺は音楽が繁っていて自
然公図的であり、また町名にふさわしい小字名もな
カミったところカ為らJ

「小字に藤白（とうじろ）という字名があり、現在
の藤白台2～4丁目に位置し、代表的小字名であった
ところから」

入
一
回

目

…

1962(S42) 

1962(S42) 

1965(S40) 

1964(S39) 

1966(S41) 

些些ilil2
1968(S43) 

1968 (S43) 

図23）はこの時期の道路・公園・池の名称を示したもので，図3は千里NTの範囲内にあった

かつての小字ι近隣公園の位置及ひ現在の住区のおおよその範囲を重ね合わせたものである。
一部の池を除いては，いずれも開発にあたった企業局による命名と考えられるが，それぞれの名

税決定の背景について記した資料は管見の限り見当たらず，その回数心や具体的な院京を指摘す

ることはできない。しかし，地名の命名原理にはある程度の一貫性を見いだすことができる。ま

ず，公園の名称については，近隣公園ジを中心に「中谷j，「イラス」などの周辺の小字や池の名

前を利用したと思われる命名がなされている（図 3）。道路名は南北の御堂筋（新御制実）と千

里中央線を除く幹線道路に「千里O号線Jとし、うナンバリングが施されている。

この時期の道路名については，計画関渚の暫定的なものという性格上，番号や記号を振るだけ

の機械的な命名となったと考えられ，公園などに見られる宇宅や池に因んだ命名については， 参

照先になり得るものが少ない均質空間であるがゆえに，従前の地名や開発後も変わることのな

いであろう景観要素を参照するしかなかったものと思われる。こうした原理は先に見た住区名

にも共通しており，注目される。ただし，町名でもある住区名の場合は各市の承認の過程を経る

必要があったがために， NT全体で一貫性のある名称とはならなかった。
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図2 計画・開発期における千里ニュータウンの長路

資料：大阪府 （1970），大阪府公文書館蔵『千里マスタープラン経過（図面集）』

注1）基図には地形図を使用しているため，図上の輪郭は資料のものとは一致しない。

注2）池の輪事附泉は現存し，資料上でも描かれていること淵鶴、されたもののみを記載した。

注3)2つの資料の聞で食い違う部分については大阪府（1970）の↑静Rを優先した。

また，新しい地名と小字との関係に着目してみると，図 3に示されているように，住区名や

公園の名前に取り込まれた小字とその位置は必ずしも重なるわけではなく，両者の聞に厳格な

規則性があったようには見えない。加えて，小字名はそのままの形では引き継がれず，別の小字

や要素との合成や何らかの変形が加えられている場合が多い。これらから，この時期の命名は位

置関係というよりも，例えば「青山台」や 「桃山台」のように，字面や語調の好ましさ，ふさわ

しさといった感覚的尺度によって決められていたと考えられる（表 1）。命名者である企業局に

とって小字名は，個性のない空間に名前を付与するために用いる語棄の一覧であり，その範囲は

さほど重要で、はなかったと思われる。
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吹
田
市

凡例

ーーー 市境

一一一 大字界

ー小字界

N 

豊
中
市

1km 

図3 千里ニュータウン地域の小字と住区

資料：両市の4停図（同修豊中市史通史I』及び『吹田市史第2巻』）

注1）両市の小字図の問で翻師のある市境及びその付近は豊中市1j宇図の情報を優先して描画した。

注2）「樫木谷」，「西角瀬J，「東角動防j宇図には示されておらず，宇砲のみ記した。宇有は大関守 （1970)

による。
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2 完成期

この時期の命名は，プロセスとしては千里NT住民の意見を募り，市との調整も行われたと

されているが，意見募集の行われた除点で既に企業局からの案（『Newtown』1969年7月6日）

も提示されており，最糊句に命名された地名の大半はこの案と同じであることから，大方は企業

局（あるいは千里センター）による一貫した命名行為で、あったと判断される。図4は『千到第

60号に掲載された「千里ニュータウンの道路，公園，橋の名称」を示した地図を基に作成した

ものである。特に注目される点は，記事名や図名には挙げられていないが，池の名前も一部が改

称されていることである。いくつかの池がひらがな表記に改められているほか， 特に大きく変化

したのは「あやめ池Jで，これは現在の牛ヶ首池で、あるO この牛ヶ首池の改名は前年の1968年

3月3日付の『千里』第40号の「住民の声」としづ投書欄において，住民から「牛ヶ首Jとい

う名が「グロテスク」と指摘されたことに因ると思われる。少し長くなるが，以下に投書の内容

を引用する。「し、かにもグロテスクな名前ではありませんか。東洋一のニュータウンにまことに

もってふさわしからぬ凄瀞Jな名前ではあります。（中略）自治会の中から，（中略）この際何と

か環境に見合った名前に替えてもらいたいとの声があがっています。そこで広く住民の方々 か

ら良い名前をつけていただいて，当局の方へ善処してもらうよう願いたいものと思いますJ（『千

里』 1968年3月3日）。名称の募集はこの1年ほど後に告知（『千里』 1969年7月1日）され

ており，この投書が改名あるいは名称募集そのものの遠因となった可能’性もある。初期の『千里J
にはほぼ毎号掲載されていた「住民の声Jであるが，時には投書に対し「おこたえ」として企業

局などの関係機関からの回答が掲載されることもあった。上掲の改名を求める投書には行政側

からの返答はなく，当時は命名について具体的な取り組みが予定されていなかったことも樹則

される。

続いて，この時期の命名原理について検討する。計画・開発期と同様，いずれもNT全体で統

一された原理が適用されている。道路名は前時期の「O号線」が方角や「中央」，「山手」などと

いった NT内での相対的な位置を示す言者に置き換えられたのみで，依然として機械的と言える

命名が施されている。また，大阪市の通り名のっけ方に倣って（『千里』第60号），語尾を南北

の通りを「筋」，東西の通りを「通」としている。これまでの千里地域の文脈とは無関係な大阪

の町の道路名の命名原理が持ち込まれている。

公園名は，以前は小字名などを用いていた近隣公園が主に住区名を定するようになり，その下

の児童公園にも名称が付与された。児童公園には植物の名称、が主にひらがな表記で、つけられ，

「ももJや「ばら」など， 2文字の植物の場合は「00のき」（「の木J）の形とされたが。橋や隆

道名に関しては，歩道関係のものには主に植物の名前が，近くの児童公園の名前と対応するよう

に付けられ， NT内でも特に道幅の広い新御封事・中国自動車道を跨ぐか，幹線道路同士の交差

点に近い歩道橋・隊道と車道関係のものには住区名や付近の地名，かつての宇喝など、が付けられ

ている。なお，児童公園などに植物名が採用されたのは，実際にその花木がそこにあったためと
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いうより，付近の地名との兼ね合いや音韻上の近しさが優先された面があるように思われる。例

えば，藤白台なので「ふじのき公園」が置かれ，かつての小字「切木ヶ谷」近辺に位置する「切

木ヶ丘公園」だった公園は「きりのきJ（桐の木）に読み替えられた結果であることは容易に想

像できる。また，公園という子どもを対象とした施設にひらがな表記が採用されたことは，親し

みやすさを演出し，定着を促進する狙し、があったと読むことができょう。

この時期の命名のほとんどが新しい原理に基づいていたとし、う点には，千里NTという開発

地域の特質がよく表れていよう。つまり， NT開発に伴う景観の劇的な変化，その土地を利用す

る人々の一新といった事象が，命名に地域の歴史的文脈からの脱却とし、う志向をもたらしたの

ではないだろうか。意見募集や投書における「住民」とは， 『千到の読者，すなわち，新たに

この地にやって来た千里 NT住民を指し，昔からそこに住んでいた人々は含まれていない。こ

の時期の命名は終始，地域の歴史を継承しない外来者の視点で行われていたと言える。

3 道路愛称期

千里NTでは 1990年代から 2000年代前半にかけて，し、くつかの道路に愛称、が付与された

（図 5）。いずれも各市で行われた道路愛称づくり事業の中で行われ，公募によって住民から案

を募ったsl。千里NTに限って言えば，豊中市では1993年と 1995年に1本ずつ愛称が命名さ

れ，吹田市では2001年に吹田市全体での道路愛利決定事業の中で10本の道路の愛称が決めら

れた（表2）。本節では特に愛称付与の件数が多く選定の過程を把握できた2001年の吹田市の

例を中心的に取り上げ，その命名原理と過程を明らかにする。

吹田市の道路愛称は当時の建設部道路課の呼びかけで路島織された「吹田市道路愛称づくり市

民会議Jiこよって決定された。事前の準備委員会において愛称を付与する道路（愛称道路）を選

定した上で，公募による案を基に選定された。吹田市内のNT地域の10本の愛称道路の中には，

これまでの命名において既に愛称が付与されていた全ての幹線道路（とその延長部分）が含まれ

ており，新たな愛称が付け加えられる形となった。

より詳細な命名プロセスと命名理由を把握するため，ここで市民会議の議事録を用いて，選定

の過程を参照してみた川議事録によると，愛称道路はその都市郊直上で叫立置づけや沿線の土

地訴iJ用に応じて「幹線系j，「準幹線系j，「商業系」，「住宅系」のいずれかに分類されてし1る。「千

里さくら通り」，「千里けやき通り」，「千里ぎんなん通りJの3本はいずれも 「千里」を冠して，

その道路の主な街路樹の名前を愛称にしているが，これらはNT内の「幹線系」に分類される道

路で，選考過程では少なくとも南北の2本については統一感を出すことが念頭に置かれていた。

だが，同じく NTの幹線道路と言える「三色彩道」（千里3号線）は「準幹線系」に分類され，

統一は図られていなし叫。また，「千里Jを置する道路愛称は90年代の豊中市側の道路愛称とも

一致した傾向であるが，議事録を見る限り，それとの統ーが意識されていた様子は特に見受けら

れない。
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千里ニュータウンにおける地名の命名とその影響（北西諒介）
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幹線道路以外の 6本は 「住宅系jに分類され，それぞれの住区内でメインストリートに位置

づけられる区聞が選定されている。選定の過程ではいくつかの組み合わせで、統一する案も出さ

れたが，最終的には「竹の子通り」と「風の子通りjのみが統一されている。この6本は，

るさとJなどの観念的なものや，「なかよし」などの子どもと関係する抽象名詞が命名の理由あ

るいは名称に多用されているほか，「合歓の木」や「九十九」とし、った樹木やかつての小字名を

参照した命名もある。 こう した原理はこれまで見てきた傾向からも大きく外れるものではない。

その理由は市民会議での一人の委員の発言によく現れている。「特長付けるものが住宅系にはな

いので，地名と植栽ぐらいしかないと思います。あとはゴロ合わせとかにならざるを得ないと思

うJ10）。
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表2 吹田市の道路愛称と命名理由

愛称 構成する道路 命名の理由

千里ニュータウンの中央を走るメイン道路です。沿線の街路樹
千里けやき通り 府道箕面摂津線 は棒で統ーされていて、秋の紅葉の季節には市民の目を楽しま

せてくれます。

千里ニュータウンを南北に走るメイン道路です。名前の由来と
千里さくら通り 府道吹田箕面線 なった青山台付近と南千里界隈の桜の景観は市内でも有数の美

しさです。

千里ニュータウンを東西に走るメイン道路です。街路樹の多く
千里ぎんなん通り 市道桃山台41号線、府道豊中摂津線 がし、ちょうで彩られ、 『ぎんなんJという愛称がぴったりの道

です。

三色彩道 市道千里北公園古江線
この道の樹々逮は春の新緑、秋の黄葉、初冬の深紅と季節毎に
三色に彩ってくれます。

九十九坂 市道津雲中央線、市道津雲外周線
津雲台の名前の由来である「九十九Jにふさわしい坂道の多い
道です。

風の子通り 市道南千里高野線
この通りには高野台小学校・玉川幼稚園などがあり、元気に子
どもたちが走り回っている姿をイメージしました。

竹の子通り 市道佐竹中央線、 市道佐竹台16号線
佐竹台公園の前にはこどもたちがあつまります。竹のようにす
くすく育ってほしいという願いをこめて名付けました。

合歓の木道 市道育山古江線
青山公園正面のやなぎ橋のたもとには、青山台のシンボルツ
リーのような合歓の木が子供たちを見守っています。

古江台の“ふる”とし、う言葉が 「古里Jを連想させます。こと
古J工路 市道青山古江線 で生まれ育った子供たちにとって良き古里になればいいです

ね。

藤白台小学校 ・幼稚園の児童もお友達同士なかよく登下校して
なかよし道 市道青山藤白古江線 います。そんな微笑ましい姿になぞらえてこの名前にしまし

た。

資料：『みんなで選んだ吹田のみち』，吹田市提供資料

道路愛称付与は道路名の命名原理としてはこれまでの2回の機械的な命名とは一線を画すが，

NT全体として見たときの統一感に乏しい。また，それぞれの市が独自に行った事業で、あるため，

愛称道路の数や命名原理，あるいは対象とする道路の性格とその設定区間などに従来との相違

が見られる。例えば，「三色彩道」は千里3号線にあたるが途中で市境を横切るため，その名称

は豊中市内にまで適用されない。また，豊中市の道路愛称付与は道路整備に合わせ複数年度にわ

たって行われており，市内の主要な道路に網羅的に愛称を付与するとし1う性質のものではない。

このように，道路愛称付与のあり方は主に市境によって分断されているが，市境を越えた共通点

として，「千里」を冠する場合が多い。そこには「千里Jという上層のカテゴリーを用いること

によってNTを同質的なものとして括り，他と区別する認識があると言えよう。

N 地名の使用と地域社会

本章ではまず，前章で確認した各時期の地名が，どのくらし、住民に定着したのか，あるいはな

ぜ吉却・再命名されたのか，命名以後の使用状況に焦点を当て検討する。その後，各時期に命名

された生也名は地域の社会や景観にどのような影響を与えたのか，逆に，地域社会は使用を通じて
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地名をどのように変容させたのかという点も考察する。ここでは，表 3に挙げたような地図資

料を用い，どの時期に命名された地名が使用されているれ特に地図においてはどの部分にその

地名が書き込まれているかという点に着目する。なお，分析に用いる地図は可能な限り NT全

体，あるいは市全体を網羅した性質を持つもので，公的機関が発行したものに限った。

1 定着の実態とその要因

町名に関しては公的な住居表示にもなっているため，定着について論じる余地はあまりない

だろう。ただ，その反応という面については，ここで一人の人物による例を取り上げておきたい。

千里NTに住み，同人雑誌『千里H則に千里NTに関する数篇の随想、を割高した吉山文雄は，

そのー篇において，豊中市の NT内の町名について「もう少し住民が愛着や誇りをもてる町名

にで、きなかったものかJ（吉山 1999:100-101）と記している。吉山は吹田市と比べて機械的な

豊中市の命名にあまり好意的な印象を持っていなかったことが窺える。同じ NTでも市ごとに

異なる命名の仕方が，互いを対比させることとなり，このような反応を生んだと言える。

道路名については，完成期の命名はあまり定着しなかったと考えられ，むしろ，その前の 「O

号線Jとし1った番号などを用いる計画・開発期の名称方が住民の間では維持され続けていたと思

われる。例えば2002年の「吹田市千里ニュータウンの再生を考える市民100人委員会Jによる

提言の中には「千里3号線」の延長が要望されている（千里ニュータウンの再生を考える市民

100人委員会編 2002）。府道・市道としての正式な道路名（認定道路名）は別に定められてい

るにもかかわらず，伝達しやすし1通称名としてこれらの呼び方が残っていたと考えられる。

ただし，完成期の名称、も完全に忘れ去られてしまっているわけで、はない。例えば大阪府の機関

である千里センターが発行する『千里』の紙面上（表3－④）では完成期の名称が使われているこ

とが多川他にも吹田市に応募された道路愛税実の中には，同一人物によるものかは判定できな

いが，「千里中央筋」，「千里東筋」などを推す声が少なくとも1票は確認される11）。しかし，完

成期の名称である「千里南通」の推薦理由には，「府企業局が「千里南通」として決定した道路

表3 使用の実樹巴握のために用いる地図資料一覧
番号 資料名 量宜宝 蓋笠重 盟主
① 『吹田市都市計画図』 1967 吹田市 昭和32年測量

② 『吹田市都市計画図』 1972 吹田市 昭和47年測量

③ 『吹田市都市計画図』 2007 吹田市 平成19年更新

1994～1995 千里NT内のスポットを紹介する
④ 『千里』掲載の各地図 1999～2000 千奥センター 各徹のi車戦記事（414号～450

2002～2004 呈｝に撞盤まれたbのa
⑤『GardenCity千里ニュータウン』 2002 千里センター

⑥ 『千里ニュータウンマップ』 2001 千里センター

⑦ 『千里ニュータウンマップ』 2007 千里ーュータウン再生連絡協議会

③ 『千里ニュータウンマップ』 2013 千里ニュータウン再生連絡協議会ほか ⑤の更新版。

⑨ 『ぶらり千里』 2015 豊中市市民協働部千里地域連携センター NTの最中市域の各町を中心に
NT~紹企した置圭a

⑬ 『吹悶観光マップ』 2017 吹間前シティプロモーション推進室

注）番号は表4と対応する。
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名（ここ以外でも千里NT全域で，府企業局が決定した道路名がある）がつけられているが，あ

まり定着していないので復活の意味で」とし、うことが述べられている反面，計画・開発期の名称

である「千里中央線」を「すでにこの名前は浸透しているので親しみゃすしリ という理由で推す

声があったことは，どちらの時期の道路名がより広く定着していたかをよく示しているだろう。

なお，道路愛称づくり市民会議の議事録によると，「O号線Jや方角をつけただけの機械的な命

名は，いずれも道路愛称づくりの理念にそぐなわないという理由から排除されている12)0 

こうした定着の実態は発行年の異なる 2つの『千里ニュータウンマップ』 （表3－⑥，⑦，⑧）

にも示されている。比べてみると， 2001年版には企業局命名の完成期の愛称に正式名称が併記

されているが， 2013年版からは正式名称に市の命名した愛称が併記されるようになっている。

『千到も廃刊となった現在，道路名に関して言えば企業局による命名はその後の市による命名

によって使用の実態としづ面でも上書きされたと言って良いだろう。 この『千里ニュータウンマ

ップ。』上での変化の起きた2000年代は，ちょうど千里NTの管理主体が大阪府から吹田・豊中

両市に移っていった時期とも重なる。 千里センターは2005年に解散し，別の高節哉となってその

規模を縮小している。 地図にどの地名を記載するかとしづ問題は，発行主体である行政側の動き

とも決して無関係とは言えないのではないだろうか。

一方，池の名前の使用は，そや複雑な様相を呈する（表4）。『千里』では完成期の名称が受け

継がれているが，最近のものほどそれより前の名称や漢字表記が中心となっていることが確認

される。 「樫ノ：木池」 のように，完成期の名称も一部は定着したと言えそうだが，元 そ々う した

表4 池の名前の使用状況

資料 計画・開発期 ① 完成期命名 ＠ ＠ ⑤ ＠～＠ ③ ⑨ 

1994～1995 2001 

発行年 1964 1967 1969 1972 1999～2000 2002 2007 2007 2015 

2002～2004 2013 

牛ヶ首池 牛ヶ首池 あやめ池 あやめ池 牛ヶ首池 牛ヶ首池 牛ヶ首池 牛ヶ首池 牛ヶ首池(368 423) 

＊ 菩提池 ぽだい池 ぽだい池
菩提池（354)

ぽだい池 菩提池 ぽだい池 菩提池
ぽだい池（416451) 

春日大池 上池／大池 かすが池 上池／春日大池
かすが池（355)

かすが大池 春日大池 春日大池 春日大池
かすが大池（425461) 

安場池 安場下池 安場池 安場下池 安場池 安湯池 安場池 安場池 安場池
記 (365 465) 

載 ＊ ヰ はぎのき池 はぎのき池
上池（362,422)

上池 上池 上池 上池
さ はぎのき池（455)

れ 水遠池 水遠池 ずいおん池 水遠池 ずいおん池 ずいおん池 水遠池 水遠池 水遠池
た

( l?,1 ,tC:,t、
名 蓮問ヶ池 蓮閑池 はすま池 蓬閲池 はすま池 はすま池 蓮問池 蓮開池 蓮閲池(356 424) 
称
柿軒谷池 柿軒谷池 樫ノ木池 柿軒谷池 樫ノ木池 樫ノ木池 樫ノ木池 樫ノ木池 援ノ木池

(357＂叫

長智池 長智池 （長367谷.4池64) 長谷池 長谷池 長谷池 長谷池

深谷池 深谷池
牢 鬼ヶ谷池 国外 本 ＊ 子片ilh, 古首h. 背骨b.

ノ切池 上ノ池 ノ切地 切池 ノ切池 ノ也1油 ノ切池

濁池 濁池 濁池
下二函上雨量存盃子;5示亙前五1記載さ瓦示古示三二函己こ存在示語認、言語五三

注1）資料の番号は表3と対応する。

注2)( ）内出也図の掲載された 『千里』の号数
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別名があった可能性も捨てきれない。また，「牛ヶ首池Jを改めた「あやめ池」は，完成期の命

名を多く引き継ぐ「千到の紙面上でも「牛ヶ首池」とされ，極めて短命で、あった可能性が高い。

そもそも水利などの関係上， NT域外の関係者も多い池については，開発主体側が名前を決める

た、けの権限を持っていたのカ凝聞が残る。そのほか，公園や橋・隆道の名称はいずれも，一部が

1969年以降に新設・統廃合されたが，現在も改名は加えられていないものと思われる。

このように，同じ完成期の地名でも，その使用・定着のあり方には差異が生じていることがわ

かる。こうした差異の生じる要因として，ここで、はそれらが正式名称で、あったかという点と，街

頭での表示の有無を指摘しておきたい。完成期に命名されたものの中でも道路名は正式名称で

はなく，大阪府や各市における認定道路としての名称は別に定められている。つまり，これらは

愛称であり，道路の管理が市に移された際には，市境の問題などもあってヲ｜継ぎ、が難しかったの

ではなし、かと考えられるω。もう 1点の表示については，吹田市の場合， 1969年の命名を記念

してその名前を記した銘板が作られたことが報じられている（『読売新聞北摂版』 1969年10月

19日）。その当時のものと思われる鍬反は現在も公園や橋で確認することができる（図 6）。こ

のように，表示を行ったこと，そしてそれが維持されてきたことによって，定着が促進された可

能性も指摘できるだろう。そうであるとすすしば，吹田市や豊中市によって近年命名された道路愛

称はいずれも標識が設置されていることから，ある程度の定着が見込まれそうである。

図6 街頭における地名の表示

筆者撮影。

2 地名と地域社会の関係

本節では「三色彩道」の紅葉スポットとしての形成と児童公園及び「千里さくら通り」の樹木

景観を例に，地名と地樹土会との相互作用的な関係、につして検討する。

(1) 三色彩道の紅葉スポットとしての形成

「三色彩道」は千里3号線（千里北通）とその延長部分の吹田市側に当たり， 2001年吹田市

道路愛称づくり事業において命名された。愛称の由来はこの道の街路樹であるタイワンブウ，ア
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メリカフウ， トウカエデなどの樹々が I春の新緑，秋の黄葉，初冬の深紅J（吹田市 2002）と 1

年を通して 3色に変化するからである。現在は特に藤白台の区間が紅葉スポットとして人気を

博し，吹田市の観光マップ（表3・⑩）にも掲載されている。三色彩道の紅葉スポット化の背景に

は，市が今まで、定期的に行っていた街路樹の勇定を住民の要望でやめたことがあり（『読売新聞

大関坂朝刊』 2002年11月19日），これと前後して愛称が付与されたと考えられる。それより

も以前，例えば1995年の『千里』第372号に掲載された「千里ニュータウン紅（黄）葉マップ」

には，三色彩道の紅葉は記されていなしL藤白台のトウカエデは「東側の南北道が特に美しい」

と紹介されるのみで，東西道路の街路樹については特筆されておらず，当時はまだ紅葉スポット

として見いだされていなかったことがわかる。すなわち，紅葉スポットとしての三色彩道はここ

十数年でつくり上げられた場所であると言える。

こうした紅葉スポットとしての場所の形成には，同時期に付けられた「三色彩道」としづ道路

愛称も大きく寄与していたと言えよう。近年の見物客の増加はインターネットや口コミによる

もの（『毎日新聞大関坂夕刊」 2011年12月2日）とされているが，「三色彩道」という地名が

その場所の紅葉スポットとしての性格を伝達し，人々を惹きつけた側面があるのではないだろ

うか。そして，その名が広まってし、く過程では「三色彩道Jとしづ名前自体が紅葉のイメージと

強く結びつけられた側面も見逃せない。「三色彩道」の命名理由は1年を通した樹々の色の変化

で、あったが，一部では「秋に薄紅色淡黄色，断絶の三色に染まる様は圧巻ですJ（吹田市役

所緑化公園室 2004）や「タイワンフウが11月下旬になると三色に輝きます」（すいた市民環境

会議編 2016）と紹介されるなど，秋の紅葉スポットとして特化されるあまり，由来に関して間

違った解釈をしているとも取れるような表現も見られる。

また，現在，紅葉スポットとして三色彩道が取り上げられる際には，地図上に点や写真が落と

されることが多いのは藤白台部分であり（例えば，表3－⑨，⑮），北千里駅より西の青山台と古

江台の境界になっている区聞が参照される例はあまりなし1。同じ「三色彩道」とし1う地路で指示

される空間でも，より紅葉スポット的な部分とそうでない部分とに分化が見られるようになっ

ている。

このように，命名院点では一本の道路を等しく表象したと考えられる名称は，紅葉スポットと

して形成されてして過程の中で，その使われる場面や指示する場所が限定的なものになりつつ

あると言える。このような地名の意味の変容は，それを使用する地域社会によってもたらされた

ものである。

(2）児童公園及び「千里さくら通り」の樹木景観

完成期に命名された児童公園・歩道橋の名称には植物の名前が付けられたが，「ゃなぎ橋」の

近くには実際に柳が植えられているなど，樹木景観と一致が見られる。 千里 NTの開発に携わ

った山地英雄によると， 「児童公園にはその名前の植物を数多く植えるなど，住民に親しまれる

oo 
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憩いの場の演出にっとめました」（山地 1982）とあり，新聞でも「歩道橋のうち樹オ喝をつけ

たものは，橋のまわりに愛称と同じ樹木を植えこむ計画」（「読売新聞』 1969年10月 19日）

と報じられていることから，前後関係としてはどちらも命名が先だ、ったことが推測される。つま

り，公園や歩道橋は名利が先行し，それに合わせるように景観に手が加えられたことになる。通

常の場合，地名は景観を表象することで成立するとされるが，ここでは逆の過程を示している。

また，道路愛称期の「千里さくら通りJにも同様の例が見られる。先ほどの 「千里ニュータウ

ン紅（黄）葉マップ」では，桜並木の記号は千里4号線と千里中央線の北端の一部にし村閥、さ

れず，この通り全体に桜の木の街路樹があったとは考えにくい。実際，議事録でも桜があるのは

「北の方のイメージJと指摘されながらも，最終的には他の樹オ喝を冠する 2本の幹線との整

合性が優先された形となったことが確認される14＼しかし，名称の決定後，「この部分だけ桜の

花がなしリとし1う理由でさくら通り沿し叫こ市長の指示で桜が植えられた，という言己主がある（『千

里タイムズ』 2001年3月30日）。つまり，「さくら通りJは北方に集中する桜並木が表象され

た名称であると同時に，道という長さのある命名単位に付与されたことによって，元々街路樹と

して桜が植えられていなかった部分も含めた全体が桜の木と結びつけられるようになり，桜の

植樹とし、う景観への作用を促したと言える。

以上に見たように，千里 NTでは場所の中の一部を切り取り，その性質の一つを表象したに

過ぎない道路名や，先行して命名された地名に合わせるようにして景観の形成・改変が行われた

u；）。本節の事例から指摘されるのは，断を新たに命名する際，その一般名詞としての意味との

関わりは避けられないとしづ問題である。つまり，新しい地名には，ある程度周囲がその由来を

瑚卒できる必要があるが，同時に指示する場所の実態と文字通りの意味とが事離しないことが

求められ，全く即備のない言葉だけで全世名を構成することは現実的には難しかったので、はない

だろうiJ＼ そうした意味では，完成期に樹木の名前が採用されたのには，植樹をするだけで実態

を合わせることができるため，比較的手を加えるのが容易で、あったことも影響していると十白則

される。本章全体の内容を踏まえると，地名は名付けられることによって実際の景観ヰ場所に変

化を促す影響力を持っていると同時に，地域社会が場所の形成過程で地名の意味を変容させる

という，地名と場所とが相互に作用する関係が見いだせる。

V おわりに

近現代における地名の命名とその使用に関して，千里 NTの事例に内在する普通性に気を配

りつつ，改めて材高の知見を整理したしL千里NTでは，初期を中心に番号を割り振るなどの機

械的な命名の仕方が見られたほか，樹木などの自然景観に因む命名が全時期を通して見られた。

これらは少なくとも千里 NTで、は一般的な命名方法で、あったと言えるだ、ろう。開発から一貫し

て良女子な居住環境を謡ってきた NTにおいては，自然に関係する地名は好ましかったこと，歴

史の浅い NTにおいて，参照できるものが限られていたことがその背景として指摘されるrnl。
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特に，開発から30年以上が紐品した道路愛称亭業でも，樹木や抽象名詞などを中心にした命名

が行われたのは，千里 NTにおける命名を取り巻く制約が大きく変わっていないことを示唆し

ている。空間の差異化の難しさは一新された空間が抱える共通の問題であるとも言えよう。

命名の主体とプロセスの面では，完成期までに行われた命名は NTの全領域に対して同時に

行われたもので、，開発・管理の主体で、あった大阪府の毛見京が強く影響していた。その過程では各

市による調整や住民の意見の取り入れが多少なりとも行われ，そのために，原理の一貫性，語と

しての統一感，命名する対象の選定としりた点に様々な影響が見られた。中でも特に市の境界は

常に NTを二分する形で相違をもたらしてきたと見られる。ただ，いずれの命名も全く異なる

方向性を持っていたわけで、はなく， NT地域の地名は何らかの形での共通性を有し，それがNT

内部だけで指吉するという性質を持っていた。これは市主導の道路愛称の命名においても同様

で，千里 NTとしづ領域が各時期の各主体の中で一つのまとまりある場所として意識されてい

た証左と言える。

また，命名に関わる主体としての住民に着目してみると，特に完成期の命名においては地域外

からの新住民であった NT住民は，開発主体である大阪府と視点を同じくしていたと言える。

道路愛税胡にも公募という形式でその参画は見られたが，最終的な決定は市や市民会議などに

委ねられており，地域内の様々な声を完全に反映できていたわけではなし九近年の却略研究にお

いては，命名や使用に携わる者の立場に着目するアブpローチが求められているが（Rose・

Redwood et al. 2010），ヰキ高の事例はこう した視点とも関連させて読み解くことができょう。

時には命名による空間分化が先行し，後から景観が形成されたことも，千里NTにおける地

名の命名の鞘教であろう。また，その後の使用を通して，場所の形成が地名の解釈や使用に対し

影響を及ぼすことも確認された。こうした事態が起こるのは，地名が場所を表象したものである

という一般的な感覚に由来すると予想される。材高の事例では開発主体や地樹士会が地名と場

所の聞のずれをなくす方向に働きかけたと捉えられる。しかし，必ずしもそのようなことが起き

るわけではないことは明らかであり，どのような契機でそれが起こり得るものなのか，その検討

は今後の課題の1つとなり得る。

最後にもう 1点，本稿で残された課題を指摘しておきたしL今回の千里NTの事例が， 全国

の NTや同様の性質を持った開発士出或，あるいは迫見代における命名全般を語る上で，実際は

どこまでの普遍性を持つのか，検討が必要である。そのためには他地域との比較出必須となる

が，今後の研究において明らかにしていきたい。

（京都大学大学院人間・環境学研究科院生）

【謝辞】材高の作成に当たっては，吹田市道路室資産管理担当の皆様に資料の提供や聞き取り調

査に応じていただき，大変お世話になりました。また，指導教員である京都大学大学院人間・環

境学研実5科の小島泰雄教授には貴重なご助言を賜りました。ここに記して御礼申し上げます。
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【注】

1）吹田市では1962年度から，豊中市では1964年度から町名地番整理事業及び住居表示が実施されてい

る（吹田市 1978，豊中市土木部管理誌編 1978）。

2）ただし「高野台」の由来に関して，大阪府は近くの「高待池と野原があったことから」（大阪府 1970=

232）としているが，吹田市は「高い原野J（吹田市 1978）としている。なお，「高待池」は高野台の北

にある「高町池」のことであると思われる。

3）大阪府（1970)p.56などに掲載のNT全体図と，大阪府公文書館所蔵の『千里マスクープラン経過

（図面集）』のうちの1枚， 「全糊己置図Jを補助的に用いて作成したが，これらの図の詳しし可乍成の経

緯相説明などは不明確である。これらの図面は計画・構想を描いてし叱可能性は大いにあるが，前者は

NTの宅地脳；温度を重ね合わせた地図などのベースマップとして使用され，実際のNTの構成ともそ

れほど変わりない。

4）例えば，前掲3）の「全体酒己置図」においては「切木ヶ丘公園」は「切木が谷公園」と記されており，

この時期にも数巨陥前の変更はあったと考えられる。

5）千里NTの公園訴iJ用者の年齢層や生活圏に従って整備され， 3つの地区公園， 1住区につき 1～2箇

所の近隣公園，分区に1箇所の児童公園などに分類される（大阪府 1970）。なお，現在は各市によって

分類されているが，ここでは当時の分類系統としてこれを用いている。

6）原刃邑り。「凄槍」の調董かと思われる。

7）豊中市内の北町以外の3ヵ町の児童公園（あかしゃ弘潤，ばらのき公園，きりのき公園）は現在確認で

きず，それぞれ隣接する近隣公園に統合されている。

8) 2つの市でほぼ同時期に道路愛称を付与する動きが見られるのは偶然ではない。渡辺ほか（1997）によ

ると，道路愛称事業は道路の造成（ハード面）だけでなく活用 （ソフト面）も書見されるようになった

ことを背景として，建設省道路局による提唱によって全国の自治体に普及したとされている。千里の周

辺でも大阪市，芦屋市などで行われており，吹田市の取り組みにおいても参考にされている。また，

2006年から2007年にかけては国土交通省が「通り名で道案内」という社会実験を行うなど，道路に愛

称を付与する動きは1990年代から2000年代にかけての道路行政における請託子であると言える。

9）これはNTにおける幹線道路と各市における幹線道路の定義が異なっており， NT内では道幅が広く，

複数の住区を結ぶ幹線と位置づけられる道路でも，市においては市内交通の動脈として， NT域外まで

通じているかどうかが判断の分かれ目になっている可能性がある。

10）吹田市提供の資料による。

11）前掲注10）。

12）前掲注10）。

13）例えば，豊中市では千里NT内の幹線道路は市道となり，その正式名称を「市道新千里O号線」 coは
1～5の番号）と命名しているが，その数字は計画・開発期の番号と一致する。吹田市内し村直らなし、2

号線については，千里東町の南1出革路に付与されている。
14）前掲注10）。

15）前章2節では，完成期の樹オ喝を採用した地名は参照できる瑚勿に乏しし、空間に起因するものと考察

したが，上述の内容を踏まえると，より正瀧には実態の伴わなし治世名が作り出されたのではなく，先に

地名が命名され，参照先があとから作り出されたということになる。

16）そもそも，主出名以外の部分でもNTと樹木の関係l士深く，「街路樹は住宅ごとに，また幹線街路ごとに

樹種をかえ，画一的になりやすい都市景観に変化を与えている。またこれが住民の『わがまち意識』の
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醸成の一助ともなっているJ（大阪府 1970:172）とされているように可視的な差異化のために樹木が

用いられていたと言える。
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